
令和７年度 第１回岡崎市社会福祉審議会児童福祉専門分科会 

 

日時：令和７年５月 15 日（木） 

全体会終了後（午後２時頃予定） 

会場：岡崎市役所東庁舎６階 601 号室 

 

 

 

次   第 

 

１ 開 会 

 

 

２ 各委員挨拶 

 

 

３ 議 事 

 ⑴ 会長選任について 

 

 

⑵ 乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）に係る条例の制定について 

 

 

⑶ 小規模保育事業所の廃止及び認可について 

 

 

⑷ 令和７年度主要・新規事業について 

 

 

４ その他 

 

 

５ 閉 会 

 

 

 

 



乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）に係る条例の制定について 

           

令和８年４月から、就労要件を問わず、月一定時間までの利用可能枠の中で、時間単位等

で柔軟に利用できる「乳児等通園支援事業」（こども誰でも通園制度）が本格実施されます。 

この事業に関する設備及び運営に関する基準は、児童福祉法第 34 条の 16 において、条例

で定めることとされており、本市においても内閣府令（令和７年１月 14 日公布）に定める

基準に従い、条例を制定します。 

 

１ 制定する条例 

  岡崎市乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関する条例 

 

２ 施行期日 

  令和８年４月１日 

 

３ 乳児等通園支援事業の概要 

利用対象者 ０歳６か月～満３歳未満で保育所等に通っていないこども 

対象者の認定 居住する市町村による認定の仕組み（利用者から申請行為が必

要） 

利用時間 月の利用可能枠（10 時間を上限。令和８～９年度は経過措置とし

て３時間での設定が可能）の中で、時間単位等で柔軟に利用 

利用者負担額 事業所が直接徴収をすることを想定（300 円/人/時間） 

利用方法（契約)・

予約方法 

こども誰でも通園制度総合支援システムを活用し、利用予約 

※市町村は、システムを活用し、利用状況の把握が可能 

実施場所 保育所、認定こども園、小規模保育事業所、幼稚園、地域子育て

支援拠点等 

 

４ 実施場所 

  公立保育園を予定 

 

５ その他 

令和７年９月定例会に条例制定議案として提出します。 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



（別紙） 

 

岡崎市乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関する条例について 

 

（基準の考え方） 
条例で定める乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準は、国の基準（「乳児等通園支援 

事業の設備及び運営に関する基準」）に従い、または参酌すべきものとされています。 
本市においては、国の定める基準を基本とし、国の基準と同内容とすることを予定してい

ます。主な基準は下表のとおりです。 

 

 項目 国が定める基準 市の基準（案） 
一般型※１ 余裕活用型※２ 

職員 資格 ・保育士 
・その他乳児等通園支援に従事

する職員として市町村長が

行う研修を修了した者 

各実施施設の基準に従う 国基準のとおり 

配置基準 ・０歳児おおむね３人につき１

人以上 
・１、２歳児おおむね６人につ

き１人以上 
※半数以上は保育士とする。 

各実施施設の基準に従う 

設備、 
面積基準 

乳児室の

面積 
０，１歳児１人につき 1.65 ㎡ 各実施施設の基準に従う 国基準のとおり 

ほふく室

の面積 
０，１歳児１人につき 3.3 ㎡ 各実施施設の基準に従う 

保育室・

遊戯室 
２歳児１人につき 1.98 ㎡ 各実施施設の基準に従う 

便所 設けること 各実施施設の基準に従う 
食事 食事提供

を行う場

合 

当該施設において行うことが必要な調理のための加熱、保

存等の調理機能を有する設備を備えなければならない。 
国基準のとおり 

※１ 一般型：保育所等の定員とは別に、定員を設定し、児童を受け入れる場合 
※２ 余裕活用型：保育所等において定員に達しない場合に、定員の範囲内で児童を受入れ

る場合 

 

 

 

資料１-１ 



小規模保育事業所の廃止及び認可について 

 

１ 諮問要旨 

令和６年４月１日に事業を開始した小規模保育事業所１か所について、設置主体

である法人が子会社へ事業を移管（無償譲渡）することから、児童福祉法第 34 条

の 15 第４項の規定に基づき審議会の意見を聴取するもの。 

 

２ 対象となる法人及び小規模保育事業所の概要 

 現状 移管後 

法 人 名 株式会社 NOVA 株式会社 NOVAキンダー 

法人所在地 名古屋市中区大須四丁目１番 21 号 東京都品川区東品川２－３－12 

代 表 者 代表取締役 稲吉 正樹 代表取締役 稲吉 正樹 

施 設 名 じぶんみらい保育園日名南 

所 在 地 日名南町 21 番 8 

建 物 鉄骨造１階 専有面積 138.01㎡ 

認 可 定 員 0 歳児：3人 １,２歳児：16 人 

開 所 時 間 午前７：00～午後７：00（延長保育含む） 

従 事 者 数 

管理者：常勤１人 

保育士：常勤３人 非常勤８人 

栄養士：非常勤２人 

調理員：非常勤２人 

認 可 基 準 

適 合 状 況 
適合（別紙参照） 

事業開始日 令和６年４月１日 令和７年 10 月１日 

 

  

資料２ 







 
 

令和７年度主要・新規事業について 

 
⑴ こども育成課 
⑵ 子育て支援室 
⑶ 保育課 
⑷ こども家庭センター 
⑸ こども発達相談センター 
⑹ 健康増進課 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料３ 



[ここに入力]  [ここに入力] 

⑴ こども育成課 
 

【おかざきっ子 育ちプラン（岡崎市こども計画）の推進】 

施策係 （℡0564-23-６７９８） 
 

  岡崎市では、令和６年度に「はばたく夢 こどもとともに育つ都市（まち）大好

き おかざき」を基本理念とし、本市のこども施策を総合的に推進する「おかざきっ

子 育ちプラン（岡崎市こども計画）」の策定を行いました。この計画は、令和７年

度から令和 11 年度までの５か年を計画期間とし、全てのこども・若者が生まれ育

った環境に左右されることなく、夢や希望を持つことができるよう、家庭や地域、

事業者、行政など社会全体で「こどもまんなか社会」を目指し、こどもたちの健や

かな育ちをみんなで支え合う環境を作ることを目的としています。 

  岡崎市では、これまでも、前計画である岡崎市子ども・子育て支援事業計画に基

づき、様々な子育て支援施策を展開してきました。新しい計画では、こどもの貧困

の解消に向けた対策についての計画等、従来の計画の位置づけを引き継ぐとともに、

新たに市町村子ども・若者計画としての位置づけを追加し、妊娠期から若者世代（概

ね 40 歳未満）までの幅広い年代の「こども」と子育て家庭等に対象を広げました。

また、こども基本法やこども大綱の趣旨を取り入れ、こども施策の実施等において

こどもの視点・意見を尊重する姿勢を明確にしています。 

令和７年度から令和 11 年度までの計画期間では、各施策や各事業を推進すると

ともに、「岡崎市子ども・子育て会議」を評価機関として、計画の点検、評価を行い、

事業の実施状況を公表する等、計画的な進行管理と事業の改善を行います。 

 

  

 

 

 

１ 



 ２ 

⑵ 子育て支援室 

 
１ 児童手当等の適正な支給 

手当給付係（℡0564-23-6852） 

 

児童手当、児童扶養手当及び遺児手当について、直近の制度改正に対応し支給対

象者に適正に手当を支給します。 

 

 

 

２ 子どもの学習・生活支援事業の拡充 

ひとり親相談支援係（℡0564-23-6749） 

 

生活保護、児童扶養手当受給世帯等の子どもに対し、子どもの学習・生活支援事

業を実施します。 

令和７年度は、従来の対象者である小学５年生から中学３年生までの児童に加え、

新たに支援の対象を高校生世代まで拡充します。 

 



 

 ３ 

⑶ 保育課 
 

１ 保育園園舎整備業務           総務施設係（℡0564-23-６９６８） 

安全で快適な環境で保育を行うために、老朽化した保育園園舎の整備を進めます。 

 

⑴ 公立保育園の増改築工事 

 

継続 福岡南保育園（定員：200 人） 

保育棟（鉄骨造平屋建・S49 竣工）▶ 建替え 

管理保育棟（鉄筋コンクリート造２階建・S55 竣工）▶ 大規模改修 
 

Ｒ７ 保育棟建替工事（供用開始）、仮設園舎改修工事、狭あい道路工事 

Ｒ８ 管理保育棟大規模改修工事（供用開始）、仮設園舎解体工事、外構工事 

 

⑵ 私立保育園の園舎整備工事        保育施策係（℡0564-23-７２３０） 

継続 るんびにー保育園（増改築） 

Ｒ７ ４月供用開始、仮設園舎解体 

 

新規 矢作保育園（増改築） 

Ｒ７ 増改築工事 

  Ｒ８ 増改築工事、既存園舎解体 

  Ｒ９ 供用開始予定 

 

 

 

２ こども園移行支援(保育枠の創設）    保育施策係（℡0564-23-７２３０） 

新規 たつみ幼稚園の幼稚園型認定こども園移行 

Ｒ７ 既存施設の改修（ほふく室、乳児室、調理設備等の整備） 

Ｒ８ 供用開始予定 

 

 

 ０歳～２歳 ３歳～５歳 合計 

るんびにー 14 人増 6 人増 20 人増 

矢作 6 人増 5 人減 1 人増 

増員数 20 人増 １人増 21 人増 

 

区分 
保育園分 幼稚園分 

合計 
0 歳～２歳 ３歳～５歳 ３歳～５歳 

定員 39 人 100 人 261 人 400 人 

 



 ４ 

⑷ こども家庭センター 
 

１ 岡崎市こども家庭センターの名称 

４月から公所としての名称が「こども家庭センター」となり、母子保健機能と児

童福祉機能を１か所に集約し、より一体的、効果的で迅速な相談支援体制となるよ

う取り組みます。 

 

２ 子育て短期支援事業【一部新規事業】  

こども相談１・２係（℡0564-23-６７５９） 

保護者の疾病、仕事、育児不安及び育児疲れ等の理由により、家庭における児童

の養育が一時的に困難となった場合に、児童福祉施設又は里親宅において児童の養

育・保護を行います。（原則７日以内） 

これまで子育て短期支援事業では宿泊を伴う預かり（ショートステイ）だけでし

たが、令和７年度から新たに夜間及び休日の宿泊を伴わない預かり（トワイライト

ステイ）を行います。トワイライトステイを導入することで、子育て世帯の利便性

の向上と児童の夜間等の放置を防止します。 

 

３ 産前産後家庭支援事業【拡充】     

こども相談１・２係（℡0564-23-６７５９） 

妊娠中及び産後の家庭にホームヘルパーを派遣し、家事や育児の支援を行うこと

で養育者の身体的、精神的負担を軽減します。 

利用期間は産後６か月まで（多胎出産の場合は産後２年まで）でしたが、令和７

年度から産後１年まで（多胎出産の場合は産後３年まで）に延長します。また、２

人目以降の子がいる家庭には、産後３年までヘルパーが利用できる制度を新たに設

けます。 

子育て支援を受ける機会を増やし、複数のこどもがいる家庭の支援を強化します。 

 

４ 妊婦のための支援給付事業       母子相談１係（℡0564-23-７６８３） 

  子ども・子育て支援法改正に伴い、プレママ・ベビーケア応援金（出産・子育て

応援交付金）が妊婦のための支援給付に変わります。妊娠届出時に５万円、こんに

ちは赤ちゃん訪問時にお子さん１人に対して５万円の給付の手続きができます。 

 

５ 母子保健計画の策定          母子相談１係（℡0564-23-７６８３） 

  母子保健に関する効果的な施策を総合的に推進するため、次期母子保健計画（健

やか親子 21）を策定します。 

 



 ５ 

⑸ こども発達相談センター 
 

 

１ 相談事業の実施              相談係（℡0564-23－７０６７） 

 

  岡崎市、幸田町在住の主に小学校入学前までの発達に心配のあるお子さんと保護

者を対象に、電話や面接（専門相談等）による相談や地区子育て支援センター等で

の出張相談（すくも相談）を行います。 

  

 

２ 教室等の実施                相談係（℡0564-23-７０６７） 

  

 発達に心配のあるお子さんと保護者等に対して、小集団において発達の遅れや発

達の特性への気づきや理解を支援し、早期に適切な支援に結び付けることを目的に、

「１歳６か月児健康診査事後教室（にこにこきっず１）」や社会性の体験の場を専

門職のもとで提供する「療育的支援事業（にこにこきっず２）」を行います。 

  

 

３ 地域に向けての支援・啓発の実施        相談係（℡0564-23-７０６７） 

 

園（公私立保育園・こども園、私立幼稚園）に対し、現状把握や事業説明を行う

園巡回や、発達に心配のあるお子さんとそれにより具体的な困りごとを抱える支援

者（保育士等）に対し、園に出向き対応や支援の仕方を一緒に考え検討を行う訪問

支援を行います。 

また、発達に心配のあるお子さんをはじめ、発達障がいに関する地域の理解を深

める事業（支援者向けの研修や事例検討会、市民向け出前講座等）を行います。 

 

   



 
６ 

(6) 健康増進課 
    組織編成により、こども家庭センターの母子保健機能を１か所に集約

したため、健康増進課で実施していた妊産婦・乳幼児に関する個別支援は

こども家庭センターに移管しました。 

 

 

１ 乳幼児健康診査          こども健診係（℡0564-23-６０８４） 

 

  ４か月児、１歳６か月児、３歳児健康診査及び、２歳児歯科健康診査を実施

しています。 

  なお、４か月児健康診査は協力医療機関での個別健診、１歳６か月児、３歳

児健康診査は岡崎げんき館での集団健診、２歳児歯科健康診査は歯科総合セ

ンターで実施します。対象児の保護者宛てに個別通知でお知らせしています。 

  また、１歳６か月児健康診査の発達面に関する再健康診査（レインボーの会）

を実施しています。 

 

２ 相談事業             歯科・栄養係（℡0564-23－６９６２） 

 

  不妊・不育専門相談として不妊症看護認定看護師による相談を実施してい

ます。保健師による相談は随時実施しています。 

  こどもの食事やお口について、栄養士、歯科衛生士による相談を実施してい

ます。 

  

３ 教室等             

歯 科・栄 養 係 （℡0564-23－６９６２）離乳食教室、思春期健康教育 

  成人・難病支援係（℡0564-23－６０６９）小児慢性特定疾病児童等   

 

乳児に対し、離乳食教室を実施しています。離乳食教室は、初期、後期と

もに各月 1 回程度実施しています。 

  また、幼児～小中高生を対象とした思春期健康教育を出前講座として実施

しています。 

  その他、小児慢性特定疾病児や家族を対象とした教室を実施しています。 

 

 

   


